
第二次世界大戦と日本の敗戦

⑭枢軸国と連合国の戦い　

□ 1937年、日本・ドイツ・イタリアの三国は、国際協調を否定し、国際連盟を脱退するとともに、①　　　　
を結ぶ←枢軸国と呼ばれる。

①三国防共協定　②ポーランド　③第二次世界大戦　④独ソ不可侵条約　⑤アウシュビッツ　⑥レジスタンス　
⑦ルーズベルト　⑧チ﻿ャーチル　⑨大西洋憲章　⑩石油　⑪日独伊三国同盟　⑫日ソ中立条約　⑬マレ﻿ー
⑭真珠湾　⑮太﻿平洋戦争　⑯ミッドウェー海戦
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ヨーロッパではヒトラー率いるドイツが東方への侵略を進めていき、1939年に②　　　　に侵攻した。ポー
ランドを助ける条約を結んでいたイギリス・フランスはドイツに宣戦布告をして③　　　　が始まった。

▶第二次世界大戦の始まり

⑮米・英への宣戦布告 ▶太平洋戦争の始まり

□ ドイツはポーランドを破り、北ヨーロッパ諸国・オランダを占領、フランスを降伏させてバルカン半島へ進
出した。

ドイツが優勢と判断したイタリアはドイツ側について参戦し、枢軸国はイギリスを除くヨーロッパの大部分を
支配した。
1941年、ドイツはソ連と結んでいた④　　　　を破り、ソ連に侵攻、独ソ戦がはじまる。
ヨーロッパのほとんどを支配下に置いたドイツは、過酷な占領政策を行い、特にユダヤ人を敵視し、⑤　　　　
などの強制収容所に送り労働を行わせ、殺害した。
フランスなどの占領地では、ドイツの過酷な支配に反発し、ドイツ軍の作戦の妨害や迫害された人々を助ける
抵抗運動が行われた。（⑥　　　　）

□ 1941年8月、中立の立場にあったアメリカの⑦　　　　大統領とイギリスの⑧　　　　首相は会談し、民主
主義を守る、国際社会の新たな原則を発表した。

これは⑨　　　　と呼ばれ、「領土の拡大は行わないこと、領土の変更は住民の自由な意思に基づく場合に限
ること、すべての国民は、恐怖や貧困におびやかされずに生きる権利があること」などを定め、ファシズムに
対決する決意と、戦後の平和思想を示し、枢軸国に反対する連合国の共通目的となった。

□ 1940年、日本はフランス領インドシナ北部への侵攻を開始する。

これは中国を援助するアメリカやイギリスの補給路を断ち、⑩　　やゴムなどの資源獲得を目的としていた。

アメリカの参戦をおさえるため、ドイツ・イタリアと⑪　　　　を結成。アジアから欧米勢力を追い出し、ア
ジア民族だけで繁栄しようという『大東亜共栄圏』を提唱した。

1941年、北方の安全を確保し、南進するために⑫　　　　を結ぶ。
アメリカは日本に対する石油・鉄の輸出を禁止し、イギリス・フランスも協力。
→ABCD包囲網で孤立させて中国・東南アジアから日本軍の撤兵を求めた。

□ 1941年12月8日、日本の陸軍がイギリス領の⑬　　半島に上陸、海軍がハワイの⑭　　　のアメリカ軍を
奇襲攻撃する。⑮　　　　が始まる。

1942年、アメリカの反撃が始まり、6月、⑯　　　　の敗北を境に日本の勢いは止まった。
アジアでは日本軍に抵抗し、独立を目指す運動が強まった。
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⑯欲しがりません勝つまでは　

□ 戦況が不利になっても国民に真実の情報を知らせないまま、太平洋戦争は「正しい戦争」と信じられた。

①勤労動員　②学徒出陣　③サイパン　④東京大空襲　⑤学童疎開　⑥パリ　⑦沖縄　⑧ポツダム宣言
⑨広島　⑩長崎　⑪日ソ中立条約　⑫15　⑬残留孤児　⑭シベリア抑留
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▶戦況の悪化と国民生活

⑰軍事主義の敗北 ▶第二次世界大戦の終結

□ 戦時下の国民生活は、﻿軍需品の生産が優先されたため生活物資が欠乏し、戦争末期にはすべての食料が配給
制となった。

工場や鉱山の労働者は戦地に召集されたため不足し、中学生・女学生が動員された。（①　　　）
大学生・専門学校生も徴兵された。（②　　　）

□ 1945年3月、アメリカ軍が⑦　　　へ上陸すると多くの県民が戦闘に巻き込まれた。

□ 1945年7月、アメリカ・イギリス・ソ連は日本の降伏の条件を示す⑧　　　を発表したが、日本はこれを
無視した。

□ 1944年7月、日本を直接爆撃できる距離にある③　　　島がアメリカに占領され、日本の都市や軍事施設に
対する空襲が激化する。

1945年3月10日、④　　　　では約１０万人が犠牲となる。
都市部の小学生は、地方の農村などに集団で疎開した。（⑤　　　）

□ 1942年、ソ連がドイツ軍を破り、1943年、アメリカ・イギリス軍がイタリアを降伏させた。

1944年、連合国軍が⑥　　　をドイツから解放させると、1945年ヒトラーが自殺し、5月ドイツは降伏しヨ
ーロッパの戦争は終わった。

6月後半には日本軍の組織的な抵抗は終わったが、戦闘は日本が降伏したのちも9月7日まで散発的に続いた。
この戦闘（沖縄戦）では約60万人の県民のうち、死者が12万人に達した。

1945年8月6日、アメリカは⑨　　に・9日に⑩　　に原子爆弾を投下した。
広島では20万人以上、長崎では10万人以上が犠牲になり、街は廃墟と化しました。

□ 戦争のきずあとはさまざまな場所に残った。

1945年8月8日、ソ連がを⑪　　　を破棄して日本に宣戦し、満州や樺太に攻め込む。
14日に日本はポツダム宣言を受け入れて降伏した。
⑫　　日、昭和天皇よりラジオにて敗戦が国民に告げられる。

中国に残った日本人は飢えで命を落とし、⑬　　　として現地に残された人も多くいた。
満州などで降伏した日本兵がソ連によってシベリアに送られ、極寒の中で強制労働で5万人以上が犠牲になっ
た。（⑭　　　）


